
172.高句麗の都平壌
高麗の都関城を訪ねて

一後編ー

4 誌呉皇官境と江西三週E

5世紀初lIiiの.Uj1J)胞の代炎(，tJ1i@ijrL，mとして知られ
るのが依拠出前t11、7if.t紀の1'¥1~III閃の附l必合Jj~ と し て

脊名なのがiIjI可三必の大必と 中必である，

冬 JUI に入ったこの 1I.I:mJ 、通常{ま r~q:は不可能なよう

であるが、好}Çにめぐまれにこともあってt;l・ ~IJ に石室

内に入って見~'j:することが1午された。

4tl興l[!.1iJilI孟広大なザ併の北野リ lニ小独、工丘陵があ

リ、そのぼl需拡にi道官された古川である。 ζの丘陵ーのす

ぐ北側にl;t総将346.5mの舞鶴は1が由主立する。この古

ザtI.t1 976if. 1 2 11 8日から S製年の 1月20日までの附に発
俗調査された.rt土iflである.石室l.t前主主玄室から成
リ、天;It.ーは;勾践状によがリながり上}}Iま段状持送リに

なっているo "1I慌に{卓会I訴に約200名を数える人物風

俗阿が拙かれ、 I!Jt!tの被葬行とき廷かれた年代等を示す
3証言志3れがあリ、きわめて需要な I~tj'iである。必誌には、

絞殺者l.t ~ï という名で、その11\身地や経歴、毒事干しの日

念どが記され、 77品覧て'1止し.iÌ<活~18fj三 (408 )12月25日

にここに非られたニとがわかる。 t:ll~而iには被葬者(主

人公)の l~f設やi皮に州民する品定ザーの群像 、 t.r~閥 、
来牛と織-!A・l韮|、 行タIJI湖、目・対 ・M反図などがきわめ
てリアルにJJ'uかれている。

石室内部には凡小のために市灯が各所に配されてい

1怠輿豊富境紛玄の主主再(郡太守群像)
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るが、 J二の日はどこか放仰の土うで懐中'I:LHを綴りに
真暗な通路を)!(正[<・1・i[んだリ必布に折れたり.一段

下がったリ上がったりしてこわごわi!!iんで行くと、突

然懐中1.ltHに照らし出された快阿が眼前に現われた。
前室のらそ画fご。自が次第に慣れて〈ると阿lí~から天井

にかけてき'っしリと織さ込まれた色あざやかな喰何が

自に飛び込んできた.しかも、そtl1')<0と応の先にあ
るではないか。えま除していたよリ小ぢんまリとした部

震で、著名なぷ誌は自のぬきにある.これは絵画を錨

いた後、 5Y.を記す nlÎill~ に îi，lj. 、、約色のゆ科をぬした l二に

誕祭で記している。 JjiJ3IJ)!':えの主人公仰の安はしゃが
み込んで見る向きだ。明而i に ~H本がふれないよう細心

の注13;を払いながら玄去に入ると、こちらはやや広く
てゆったリとする。床日Îi~~街 リ に 1;):u'l7iH:のイ7がれ114?

と し て留かれて い る。拠~:，そ泊，: lIlIJ に 1;): セ人公~t!が:tmか h

暗闇皆、注目~~f~ /， \':~:~~ 
-、仏

記事興隻古墳前室の壁画(天の川と織女など)



るが、右l"IJ!;t~白となっていて、それは箔かれたもの

が斜11mしたものではなく、当初から焔かれていないこ
とを自らの 目で硲認した。

興殺さめやらぬ間にわれわれの釆ったベンツは江西

三基へと向かった。江西三纂1;1:/，忠興里吉年iの西方約1.8

kmの:;P:tむにあって、徳興笠古績から波望できる。水田

中に 3事与がきれいに慾備きれて並び、いずれの石室も

中に入れるようにしている。われわれは大義と中懇の

石室を見学できた。いずれも入口からいくつもの扉を

経て玄室にいたるが、ここはi!興箆古墳とは違って注
目1if呆穫のため玄室内に衆道から通じるよう厚さ 1cm筏

の透明の合成樹脆の絡が設けられ、見学者はその筋肉

から玄室内部を観察するようになっている。玄量Eも大

きく、したがって四神間も雄大に捕かれ、迫力満点の

鐙闘であった.

5.開城城(関京)と満月台

開城~iltlま統一新緩めのち 、 後三国時代を経て当地方

の家族であった王建が興した高閣の都械である。間;峻

に都が造られたのは 919年である。その後、家古の庄

迫により一時江主語烏に透者I1されたが、まもなく巡都さ

れ、 1392王手、高踏の滅亡まで統いた。

われわれは、平均Eから夜行列車に乗り、翌朝早〈閲

減に到悲し、王宮のあった満月台を見学した。開峻i立

平lI~ と lま途ってまわりを山に阻まれた金地である。平

地はそう広くなく、若手終日状の街区を設ける中図式の

者B;成の造営には不向きな場所に感じられ、また、当初

からそうした都造 1)は意識しなかったものだろう。者E

の周囲は平・地を円形に取り悶むように山殺がめぐり、

その尾恨を結ぶようにlJ&Y&を述ねて、谷部や由宇都に門
を設けている。線高485mの絞'$LLtを]校高11器として、

特に北開(j.n利払のごとく高〈吃TL している。Jl~務約6.2

l冊、南北約 6.0kmがその最大組問件て¥その北西部をさ

らに城黙で仕切って内械としている。内減の南端部に

商大門が置をかれる。ニの1菊コId"'1め位遣は全体の11(3:中

心部』こ当る。内J成はさらに何illかの減成で守られ、そ
の最も奥に王宮である満月台が造営されている。
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江 西三纂
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現地で地Jf~をみてみると、この若11は巨大な籾鮮式山

城の!設がする.高!抵の都がなぜこのような山間部に置

かttたのか疑問が主主ヒた。この地域が始他王.:E建の出

身地i或であったことにもよるだろうし、 i勃海や契丹 、

元など函1iからの侵入に備えるためには平壌より東方
が少しでも有利だったろう し、打ち続(Ij混乱から都を

守り国政を執るためにはこうした矢然の聖書容の地が必

婆だったのだろう 、とそびえ立つ松f青山を仰ぎ見なが

ら忽i象してみた。

~~~月台の主要殿舎は松笹山の絞から南に派生する舌

tli:台地いっぱいを使って:建てられていた。鍛初に見当と

したのは平地にある神鳳門であるが、礎石が良〈残っ

た7問X4悶の巨大な門である。その北側の一段高い

地にある悶|湖門に立っと 、北正簡の高くて念、傾斜をも

っ4つの石段に圧倒される。 10m絞め高さはあろうか。

怠を切らしてEまると、眼前に礎右jljがずらリとlIEぴ、
北に次第に高〈なりながら建物のlIEぷ様子が-13瞭然

であった。右F>l'を登ったすぐ北ifil) 、すなわち、舌;~^台

地の南端にあるのが会陵l殿で、凶問を閉廊で1mまれ、

南側に広い前民主を伴う。 9問X4闘の巨大な建物で、

ニの王'息ーの正lJ!!l:である。この北にはいずれも回廊に閤

。 50m
L.....占ー』司...J



まれた長和殿、元徳殿が統〈。

われわれの見学のためにわざわざ枯れ葱を焼き払っ

ていただいたようで、礎石列がよく見える。ほぽヲè~主

に残っているといっても冶震ではない。 例によって駆

け足で見て回った後、i筒月台の東南約500mの地点で
発掘綴盗をしているのが自に入ったため、お願いして

見学させていただいた。 L5mf]1掘リ下げていたが石被

み主主叡が鎖を出し、多くのお随時代の瓦が出土してい

た。李先生の御説明によると、おi随時代に官史を政祭

する役所、{卸史台跡ではないかという ζ とであった。

6 誕議室援
E実施王朝の歴代王陵{ま者11の間関に散在するが、特に

集中しているのは西方の義州街道の西側1)と絵岳山の北

側の谷に沿った地主主である。現在、王ないし王族の陵

墓は68i1悲程が確認、 されていて、若~慾王俊はその l つで

まれるが、その左

おからは別の丘陵ー

がそれぞれ前方に

張り出し、主谷川

lま般の向かって友

奥から|凌の前方を

逸って右方に流れ

出ている。風水思

想に恭づいた理想

的な立地である。

ここは双i凌とな

っておリ 、向かつ

て左が恭揺さ王陵で

ある玄段、右が王

后陵である正|凌で
者言慾王陵の立地

ある。 ある。説明によると 、先に王后陵が営まれるが、王は

~OO王白ím代恭慾王 lま il'Jí JfrH表j切の王で 、 中期後半か ~・1也の選定に数年をついやし、ょうやく見つけた所と

らは元m:の佼入および内政干渉により国力は疲弊しき いう。装地は 4段に削り出し、最も奥の広い部分にfA-
っていた。恭慾王の頃は元の勢力も弱体化し、彼は元 裟を築〈。いずれも直径約14問、高さ約6.6mの封土tI:t
侵略第を完会に駆逐してi笥00王絡を立て直し強化した。 で、憾には花依j岩に半肉彬で笑しく彫刻された殺石を

このためか、恭慾王l凌は他に比類のないほど荘腿に造 12角形にめぐらし、さらにその外mllに制千石をめぐら

られ、巡存状態も良い。 す。 2段自の阿l協には向き合う 2対の文宵の石人が、

恭慾王陵は悶械の中心部から約7.5km西方の山中に 3段目には同じく 2対の武官の石人が立つが、文1き・上

ある。主山を背にして小さく突き出た山丘の中Jj!lに営 f立が示されている。この|唆はきわめて良〈絞備され、

満月台 光徳殿付近から南を22む

;鶏月台会度殿(東北より)

日日械における代5史的変:湖、1完備地といえるようだ。
玄俊の内苦F>Iま発掘調査されたようで、その築大桜型

が高腿博物館に展示されていた。横穴式石釜で、玄室の

間lf11J~芝、奥袋には 41本ずつ十二支紳{象が捕かれていた。

7.木造機、ミ ニチユアカマドセット、切妻大壁造り

住居

II~利63.q三(1988) の滋fT県教育委只会 ・ 滋賀県文化

l!>!保官接協会の発jfll濁流で、7世紀後半-8也:紀の勢多

紛の情脚i主総が検出されたが、それとlfi似の治械が新

総の陵介Ii'打、月械のi$iを流れる南川I(蚊111)の月中fi統

治跡で出土し、文献にあらわt1.る r最前総J ではない
かとされ、7世紀i去半代に111宇治:したと巧えられてい

恭懲王陵(左 :玄陵、右 :正俊)
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大津北郊出土のミニチュアカマドセッ ト

(松浦俊和「 ミニチ ユア炊飯具形土~íl論l史怨』第20号 1984年による)

む

。 下流

勢多橋矯脚道修平面図

上流

。

3m 

下流

「妓)11~喬』橋脚遺構

c:月号腕強調査報告書J) 
1988年による

る。ぬ.句飽のttlJでも
大城山:hl、安鶴!l"の

真i$i1ニ当る大;伺江:lt

L干の背湖綱およびそ

の対岸である休岩網

において、大きな角

材を用いた木造織の

恭礎骨組の出土が伝

えられて必リ 、これ

がー具体的にどういう

繊巡のものか勢多鍛

と1七較したかったの

で、:写其と笑itJIJ医iを
持参したが、その機

会がなかなか待られ

ず、ょうやく定民主寺

を見学中に朱栄慾先

生にお尋ねする機会

を得た。先生は勢多

橋の資料を見られて、

i新制j問の木造橋はこ

れとは総i盆が災なる

こと、これとはi効海

の上京議泉附(東京

城)の七孔絡が鎖似

骨一一一一一一-8m一一一一一一一一ー
砂岬押~叫仰間借

土問 。往

現{入口)

切善幸大壁造りf主居 林 ↑導通「渡来人の村」

(r図説滋賀県の歴史』湾出書房新社1987年)による

することなどを御教示されたが、具体的に七孔続がど

ういうものか知lることはでみきなかった。

また 、 大i:l!~t郊の後期終集 Jï1の徽穴式石31から多〈

出土し、 ri皮米人の:Ji~J を特徴つ'けるミニチュアカマド

セットの尚句腿での111:'r土状況についてもl沼耐を示して

お開きしたところ、共和国でも 4-5世紀の古嵯iから

だくさん出土するとのニとであった。

さらに、大添市穴太地跡、などで総出の多い切裂大嶋

巡り住抱?の写真と図を提示してその務終について Lお

尋ねしたが、これも共和民|でも検出されるというお答

えであった。

こう した遺総 ・i立物の具体的内容については今後!t

4佼検討していく必裂があるが、向者{こは緊千百・な|羽速が

あるぷをあらためて日忍百世することができた。

(林開通)
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